
雑 報

「震央距離を求める公式の恒数表J

の補遺及び訂正

竹花 峰夫

震央及び、観測所の緯度(ちp)，経度 (λ〉を知りて震央距離を算出する公式の恒数表ー

を験震時報第7巻第3披の巻末に附して置いたが，共の後碗測所の移動或は位置の訂h

正があり，又計算或は活字の訣謬宰も 2，3あったので，之等訂正及び、補遺を一括して

表示する。
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